
保
険
料

　

介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
人
に
納

め
て
も
ら
う
保
険
料
と
公
費
で
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

40
～
64
歳
の
人
の
保
険
料
は
、
各
種

健
康
保
険
で
納
め
て
い
ま
す
。
65
歳
に

な
る
と
、
保
険
料
の
納
付
方
法
が
変
わ

る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
の
金

額
は
、
住
民
税
の
課
税
状
況
や
所
得
状

況
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
毎
年
７
月

に
保
険
料
の
算
定
を
行
っ
て
、
一
人
ひ

と
り
の
金
額
を
決
定
し
ま
す
。

納
付
方
法

　

納
付
方
法
は
年
金
額
に
よ
っ
て
２
種

類
あ
り
ま
す
。

普
通
徴
収

　

年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人

は
、
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
金
融
機
関

や
市
役
所
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

７
月
か
ら
３
月
ま
で
の
計
９
回
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
で
の
納
付
も
で
き

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
最
寄
り
の

金
融
機
関
ま
た
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収

　

年
金
額
が
年
額
18
万
円
以
上
の
人

は
、
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　

４
月
・
６
月
・
８
月
の
納
付
額
は
、

一
部
の
人
を
除
き
、
前
年
度
２
月
分
の

保
険
料
額
を
納
付
し
ま
す
。（

仮
徴
収
）

　

10
月
・
12
月
・
２
月
は
、
本
年
度
に

確
定
し
た
年
額
保
険
料
か
ら
仮
徴
収
額

を
引
い
た
額
を
納
付
し
ま
す
。（

本
徴
収
）

段階 対象者 保険料年額

第１段階
・生活保護受給者
・ 老齢福祉年金受給者のうち住民税
非課税世帯の人

23,700円

第２段階
・ 住民税非課税世帯で、前年の合計
所得金額と課税年金収入額の合計
が80万円以下の人

第３段階 ・ 住民税非課税世帯で、第２段階に
該当しない人 35,500円

第４段階
（基準額）

・ 住民税非課税者
（世帯内に住民税課税者がいる） 47,300円

第５段階 ・ 住民税課税者で、前年の合計所得
金額が200万円未満の人 59,200円

第６段階 ・ 住民税課税者で、前年の合計所得
金額が200万円以上の人 71,000円

₆₅
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
へ

介
護
保
険
制
度
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
ま
た
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
、
社
会
全
体
で
支
え
て
い
こ
う
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

平
成
₂₃
年
度 

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

20%

30%

50%
公費(税金)

一人ひとりの保険料は介護保険の大切な財源です。

介護保険の財源
65歳以上の人の
保険料

40～64歳の人の
保険料

半分を公費で
まかないます
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二
次
予
防
事
業
で
は

　

二
次
予
防
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
に
は
、「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

で
生
活
機
能
低
下
の
有
無
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
結
果
、
生
活

機
能
低
下
の
あ
る
人
は
、
介
護
予
防
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
上
で
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
最
寄
り

の
公
民
館
や
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
実
施
す
る
介
護
予
防
教
室
や
、
特
に

生
活
機
能
の
低
下
が
著
し
い
人
を
対
象

に
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
回
数
に
制
限

あ
り
）
が
あ
り
、

・
運
動
器
の
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
栄
養
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
口
腔
機
能
の
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
保
健
師
な
ど
が
訪
問
し

て
介
護
予
防
に
関
す
る
支
援
を
行
い
ま

す
。

一
次
予
防
事
業
で
は

　

各
地
区
の
転
倒
予
防
教
室
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
、
介
護
に
関
す
る
情
報

の
提
供
や
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

包
括
的
支
援
事
業
で
は

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

の
相
談
や
紹
介
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
の
権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
に

も
応
じ
て
い
ま
す
。

任
意
事
業
で
は

　

介
護
保
険
制
度
が
適
正
に
実
施
さ
れ

て
い
る
か
の
確
認
や
、
高
齢
者
に
適
切

に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
関

係
機
関
の
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
㉔
１
７
１
４
（
直
通
）

地
域
支
援
事
業

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

年
金
額
が
18
万
円
以
上
の
人
で
も
、
一
定
期
間
「
普
通
徴
収
」
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
。

○
年
度
途
中
で
所
得
段
階
が
変
わ
っ
た
。

○
何
ら
か
の
理
由
で
年
金
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ
た
。

　

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
滞
納
期
間
に

応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
保
険
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

１
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
が
い
っ
た
ん
全
額
負
担
と
な
り
、
申

請
に
よ
り
後
で
給
付
さ
れ
ま
す
。

１
年
６
か
月
以
上
滞
納
す
る
と
、
保
険
給
付
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ
た

り
、
滞
納
し
て
い
た
保
険
料
と
相
殺
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

２
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
利
用
者
負
担
が
１
割
か
ら
３
割
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。

※
災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
で
一
時
的
に
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
く
な
っ

た
時
は
、
担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
管
理
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
１
６
６
、１
６
７
）

長
浜
支
所
地
域
振
興
課

☎
�
１
１
１
４
（
直
通
）

肱
川
支
所
地
域
振
興
課

☎
㉞
２
３
４
７
（
直
通
）

河
辺
支
所
地
域
振
興
課

☎
㊴
２
１
１
３
（
直
通
）

高
齢
者
が
で
き
る
だ
け
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
な
る
べ
く
自
分
の
力
で
活

動
的
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
前
か
ら
一

人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
予
防
対
策
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

地
域
支
援
事
業
は　

①
介
護
予
防
事
業　

②
包
括
的
支
援
事
業　

③
任
意

事
業
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
介
護
予
防
事
業
で
は
一
次
予
防
事
業
（
全
高
齢

者
を
対
象
）
と
二
次
予
防
事
業
（
要
支
援
・
要
介
護
に
な
る
可
能
性
の
高

い
高
齢
者
を
対
象
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

介
護
が
必
要
に
な
る
前
に
予
防
し
ま
し
ょ
う
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消
火
器
の
使
用
に
要
注
意
！

　

あ
な
た
の
家
の
消
火
器
は

大
丈
夫
で
す
か
？　

　

近
年
、
老
朽
化
消
火
器
を
使
用
し
た

こ
と
に
よ
る
人
身
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
他
県
で
は
古
い
消
火
器
を
小
学

生
が
使
用
し
た
と
こ
ろ
破
裂
し
、
頭
に

破
片
の
一
部
が
直
撃
し
意
識
不
明
の
重

体
と
な
る
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

消
火
器
は
消
火
薬
剤
を
強
力
に
放
射

す
る
た
め
、
使
用
時
に
は
本
体
に
強
い

圧
力
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本

体
に
サ
ビ
に
よ
る
腐
食
や
キ
ズ
、
変
形

の
あ
る
も
の
は
、
そ
の
部
分
が
圧
力
に

耐
え
ら
れ
ず
、
破
裂
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。

　

消
火
器
に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

消
火
器
は
水
の
か
か
る
場
所
、
湿
気

の
あ
る
場
所
を
避
け
て
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

② 
直
射
日
光
・
火
元
に
な
り
そ
う
な
場

所
か
ら
少
し
離
れ
た
、
よ
く
目
に
付
き

や
す
い
場
所
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

サ
ビ
や
キ
ズ
、
本
体
の
へ
こ
み
・
変

形
な
ど
の
あ
る
消
火
器
や
古
い
も
の

は
使
用
せ
ず
、
専
門
業
者
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
消
火
器
の
処
分
に
つ
い
て　

　

左
記
の
業
者
に
相
談
し
処
分
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※ この表に掲載した事業所以外にも消火器を引き取る事業所がありましたらご了承ください。

業　　者　　名 所　　在　　地 連　絡　先
愛 媛 綜 合 警 備 保 障 ㈱ 大 洲 支 社 大洲市東大洲60-2 ２３－１５００
サ ン ヨ ー 防 災 大洲市西大洲甲474 ２３－２２３５
㈲ 丸 電 工 業 大洲市若宮427-26 ２４－５３５１
水 関 電 気 大洲市若宮15-1 ２３－２５５３
ワ ン ナ ッ プ ㈲ 大洲市徳森1642-1 ２５－１４１４
和 興 防 災 大洲市長浜町下須戒1224-1 ５２－１７３０
オ ズ グ リ ー ン 大洲市東大洲1596 ２５－１４００
コメリ　ハード＆グリーン西大洲店 大洲市西大洲979 ５９－１３５０

１　採用予定人員　　３人

２　受験資格
　⑴　日本の国籍を有する人
　⑵ 　地方公務員法第16条（成年被後見人な
ど）に該当しない人

　⑶ 　昭和62年４月２日以降に生まれた人
で、大学、短期大学または高等学校を卒
業もしくは平成24年３月末までに卒業見
込みの人

３　試験（第１次試験）
　⑴　期　日　９月18日㈰
　⑵　場　所　大洲消防本部

　第２次試験の詳細は、第１次試験合格者に
通知します。

４　受付期間
　⑴　７月11日㈪～８月19日㈮

詳しくは大洲地区広域消防事務組合ホームペ
ージをご覧ください。
http://www4.ocn.ne.jp/~ozu119/

【問い合わせ先】
　大洲地区広域消防事務組合
　消防本部総務課
　☎０８９３－２４－２６６６（直通）

平成２３年度大洲地区広域消防事務組合
消防職員を募集します
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おおずニュース

　

四
国
西
南
サ
ミ
ッ
ト
は
、
四
国
西
南

地
域
に
属
す
る
市
が
集
ま
り
、
相
互
の

連
絡
と
協
調
を
図
り
な
が
ら
、
一
体
性

の
あ
る
開
発
と
活
力
づ
く
り
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

３
年
に「
第
１
回
四
国
西
南
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
、
愛
媛
県
か
ら
は
大
洲
市

の
ほ
か
、
宇
和
島
市
、
八
幡
浜
市
が
、

高
知
県
か
ら
は
宿
毛
市
、
中
村
市
（
現

在
は
合
併
に
よ
り
四
万
十
市
に
変
更
）、

土
佐
清
水
市
の
計
６
市
が
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
17
年
に
は
市

町
村
合
併
に
よ
り
西
予
市
が
誕
生
し
、

こ
の
会
に
加
入
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
四
国
西
南
地
域
全
体
の
さ
ら

な
る
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、
町
村
へ

も
呼
び
か
け
を
し
て
、
新
た
に
６
つ
の

町
村
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
５
月
23
日（
月
）に
西
予
市
で
開
催

さ
れ
た「
第
22
回
四
国
西
南
サ
ミ
ッ
ト
」

で
は
、
平
成
23
年
度
事
業
計
画
・
予
算

承
認
の
ほ
か
、
災
害
時
の
相
互
応
援
協

定
調
印
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協

定
は
、
地
震
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
時

に
お
い
て
、
防
災
対
策
の
充
実
・
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
サ
ミ
ッ

ト
へ
の
加
入
市
町
村
が
協
力
し
て
物

資
・
労
力
な
ど
の
相
互
応
援
を
し
て
い

　

５
月
18
日（
水
）、
大
洲
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
「
原
子
力
発
電
に
関
す
る

勉
強
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
勉
強
会
は
清
水
市
長
の
呼
び
か

け
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
、
四
国
電

力
の
伊
方
原
子
力
発
電
所
か
ら
半
径
30

キ
ロ
圏
内
に
あ
る
伊
予
、
内
子
、
大
洲
、

八
幡
浜
、
伊
方
、
西
予
、
宇
和
島
か
ら

市
町
長
お
よ
び
職
員
約
40
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

清
水
市
長
は
「
緊
急
時
に
は

伊
方
な
ど
か
ら
避
難
者
の
受
け

入
れ
を
想
定
し
て
い
た
が
、
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

を
見
る
と
、
大
洲
市
で
も
市
民

に
避
難
指
示
が
必
要
に
な
る
。

関
係
す
る
市
町
が
原
発
に
関
す

る
知
識
を
持
ち
、
課
題
を
共
有

し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
も

う
」と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

勉
強
会
で
は
、
四
国
電
力
の

職
員
か
ら
原
子
力
発
電
の
仕
組

み
や
、
伊
方
原
子
力
発
電
所
と

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
構

造
上
の
違
い
、
福
島
の
事
故
の

後
に
講
じ
た
対
策
な
ど
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、

四
国
西
南
サ
ミ
ッ
ト

災
害
時
相
互
応
援
協
定
調
印
式

「
原
子
力
発
電
に
関
す
る
勉
強
会
」

７
市
町
が
課
題
共
有

く
と
い
う
も
の
で
す
。
今
回
の
東
日
本

の
震
災
を
機
に
、
県
境
を
越
え
た
広
域

的
な
協
議
会
に
よ
る
連
携
は
、
今
後
ま

す
ま
す
そ
の
重
要
性
を
増
す
こ
と
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

加
入
団
体

愛
媛
県･･･

大
洲
市
、
宇
和
島
市
、
八

幡
浜
市
、
西
予
市
、
松
野
町
、
鬼
北
町
、

愛
南
町

高
知
県･･･

宿
毛
市
、
土
佐
清
水
市
、

四
万
十
市
、
大
月
町
、
三
原
村
、
黒
潮
町

原
子
力
に
関
す
る
基
礎
的
な
質
問
だ
け

で
な
く
、
原
発
事
故
を
想
定
し
た
質
問

も
出
さ
れ
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
勉
強
会
は
継
続
し
て
開
催
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
各

種
団
体
の
代
表
者
を
対
象
に
し
た
原
発

に
対
す
る
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
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